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ドブネズミ・クマネズミ・ハツカネズミは通称「家ネズミ」と呼ばれ、ビルや家屋など屋内に住みつ

き、様々な被害をもたらします。                    
種  類 外  観 生息場所 運動能力 警戒心 

ドブネズミ 

 

床下、地下、

下水周辺など 

高いところや

綱渡りは苦手

だが、穴掘りと

泳ぎが得意。 

あまり 
強くない 

クマネズミ 

 
屋内、天井裏、

壁内など 
(寒さに弱い) 

電線を伝った

り、垂直に登り

下りすること

が得意。 

非常に強い 

 
 
                     ねずみは、頭さえ入ってしまえば、２．５cm の隙間で                         

                    も通り抜けます。特に、クマネズミは、電線やパイプな 
                    どを伝って容易に侵入します。 
                              用心深さから、同じ侵入口や通り 
                             道を使うため、足跡、糞、黒光りし 
                             た体脂などの痕跡(ラットサイン)は、 
                             侵入経路を探す際のヒントにもなり 
                             ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
            ねずみの住みにくい環境にする「環境的防除」が一番重要です。   
  ｢環境的防除(環境対策)」に「物理的対策(捕獲器)」や「化学的対策(薬剤)」を組み合わせます。 
 
１ 環境的防除による環境対策 
 

◆えさ(餌)となる食べ物を置かない 
ねずみは、人間の食べ物はもちろんのこと、ペットフード、生け花など色々な物を食べます。 
・食品は放置せずに密封できる容器に入れます。ビニール袋やダンボールは、かじられます。 
・生ごみは、ごみ回収日までふた付き容器に入れます。 
・仏壇のお供え物や花は、夜には片付けます。 
 
◆巣づくりの場所や材料を与えない 
・室内は整理整頓します。 
・不要な紙類、布類、ダンボールなどは処分します。 
 

◆侵入口をふさぐ  
 穴や隙間を見つけ、目の細かい金網や金属タワシ、パテ(難熱性)などでふさぎます。 
 

ねずみの種類 

ねずみの防除 

ねずみはどこから入ってくる？ 

イラスト出典: 
安心の《衣･食･住》環境づくりのための 
『ねずみ駆除』の手引き－ねずみ駆除協議会— 

ラットサイン 

ドブネズミ 22～26cm 
クマネズミ 15～20cm 
 
 
 
 
 
ハツカネズミ 5cm 程度 

写真：ねずみ駆除協議会提供 



２ 捕獲器(トラップ)による物理的対策 
 
捕獲器には粘着シート、生け捕り式(カゴ式ねずみ捕り)などがあります。 
 

♦粘着シートには餌を置きません。(手前で立ち止まり、逃げてしまうことが多い。) 
 

           ♦ねずみがよく通る場所全体に敷き詰めるようにできるだけ多く仕掛けます。 
 

♦始めの数日間は粘着面を露出しない状態で敷き、存在に慣れたところで粘着面を露
出させて置きます。 

 
♦粘着シートで捕獲した場合は、しっかり折り畳んで姿が見えない状態で生ごみとし

て廃棄します。 
 
           

♦餌はさつま揚げ、ソーセージ、サツマイモ、米、落花生など。 
             油っぽいものが好きなのでごま油で炒めてもよいでしょう。 
               

            ♦始めの数日間はバネを仕掛けないでエサを金網カゴの中や付近に置くだけにして、
わざと餌を食べさせます。馴らしてから同じ餌で仕掛けます。 

             
            ♦区役所衛生課では、カゴ式ねずみ捕りを貸し出しています。 
 
            ♦カゴで捕獲した場合は、水をはったバケツにカゴごと沈めて溺死させ、死骸をビニ

ール袋に入れ、生ごみとして廃棄します。 
 

 捕獲器の設置場所を度々変えると警戒します。最低１週間は、同じ場所で観察し、その結果から作

戦を練り直し、根気よく取り組みましょう。 
 
３ 薬剤(毒えさ)による化学的対策 
 
 薬剤(毒えさ)は、人やペットにも毒性があります。使用については十分に検討し、正しく取り扱い

ましょう。警戒心の強いクマネズミは、毒えさを食べないことも多く、また、食べても死なない「薬

剤耐性ねずみ」の存在も問題になっています。川崎市では殺鼠剤の配布は現在行っておりません。 
 

 ◆ コツは？ 

  市販されている毒えさは、累積(慢性)毒性のものが多く、４～５日間連続で食べないと効果を発  

 揮しません。 

  毒えさ以外の食べ物がないように「環境的防除」をしっかり行いながら使用します。 
  

 注意 ねずみがどこで死ぬかは特定できません。死んだねずみが腐敗し、悪臭や害虫など二次 

    被害が発生しやすい夏を避け、使用は冬に限定しましょう。 

 

 
 
 
 死骸や捕獲された生体は、早期発見・早期処分しましょう。 
 放置すると、仲間の警戒を高めるだけでなく、ねずみに寄生していた「イエダニ」に刺されること

があります。(イエダニは殺虫剤に弱いので、見つけた場所にスプレー式殺虫剤などを噴霧します。) 

  
 

令和６年１１月作成 

ねずみに関する相談・問合せ先(平日：月～金 8:30～12:00 13:00～17:00) 
川崎区役所衛生課 044-201-3223 幸区役所衛生課 044-556-6682 

中原区役所衛生課 044-744-3280 高津区役所衛生課 044-861-3321 

宮前区役所衛生課 044-856-3265 多摩区役所衛生課 044-935-3310 

麻生区役所衛生課 044-965-5163   

ねずみの死骸の処理 

カゴ式ねずみ捕り 

カゴは主に 
ドブネズミに有効！ 

粘着シート 


